
 

 
４日（４限）に「いじめ見逃しゼロスクール集
会」を行いました。まず、学級ごとに、これまでの
取組や様子について発表しました。１・２年生は、
事前に発表練習をし、全員で本番に臨みました。  
１・２年生は、自分だけでなく、相手やみんなのこ
とを考えて行動すること、差別をしないことを目標
に掲げ、毎日帰りの会で行動を振り返り、友達の
頑張りを伝え合ってきました。その結果、少しずつ
みんなのことを考えて行動ができるようになってきました。しかし、まだ傷つく言葉を言い合い、喧
嘩になることがあるので、今後も気を付けていきたいと思います。 
その後、「『仲間外れをされている人』がいたらどうするか」というテーマについて、縦割り班で

話し合いを行いました。「見て見ぬふりをしない」「仲間外しを見たら、声を掛けたり一緒に遊ん
だりする」「仲間外しをされている人や、仲間外しをしている人に話を聞く」といった意見が出さ
れました。今回、話し合ったことを意識しながら、安心して学校生活が送れるように、全校で取り
組んでいきたいと思います。 

 
 

 

 
 
全校集会と５限の授業では、「あたたかいメッセージ」の伝え方のソーシャルスキル学習を行

いました。今回は、友達とよい関係を築き、維持するために大切な「気づかう」「（気づかいに対し）
感謝する」言葉のスキルを学びました。まず、給食をこぼした場面に遭遇したときの「好ましいモ
デル」と「好ましくないモデル」を通して、メッセージが与える影響について学習しました。その後、
学級ごとに具体的な場面での役割演技を行い、感想を確認するフィードバックをしました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

谷浜小学校１・２年生  学級だより 

令和５年 1２月 

ＨＰで活動の様子を 

紹介しています 

いじめ見逃しゼロスクール集会(12/4)

＜振り返りカードから＞ 
・「じゃまだな」「いけないんだ」のような「ちくちくことば」をいわない。 
「だいじょうぶ」や「ありがとう」のような「ふわふわことば」をつかう。 

・「ありがとう」や「だいじょうぶ」と言ってもらえると、とてもうれしくなりました。 
もし、こういうことがおきたら、このように（進んで声を掛け、手伝うことが） 
できるようになりたいです。 

・こまっている人やいじめられている人がいたら、すぐにたすけます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３日（水）に、もふちゃんとのお別れ会を行いました。 

今回は、自分たちで発表の言葉を考え、練習をしてきました。その言葉の中には、楽しかった思

い出と、もふちゃんに対する想いがたくさん込められていました。２カ月半という短い間ではありま

したが、一緒に過ごした日々は、子どもたちにとってかけがえのないものとなったようです。今回の

経験を通して、命の尊さや相手の気持ちになって行動することの大切さを学ぶことができました。 

休日のお世話など、お家の方にもたくさんご協力いただきました。おかげで、健やかに成長し

たもふちゃんを、笑顔で送り出すことができました。あり

がとうございました。 

 
 

 

 

 

収穫したさつま
いもを給食の蒸
しパンに使って
いただきました。 
 
調理員さん、あり
がとうございまし
た！とても美味し
かったです。 

かんたんに 
おいしく 
作れたよ！ 

収穫したサツマイモ

を使って、茶巾絞りを

作りました。 


